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(百万円未満切捨て)
１．2019年９月期の連結業績（2018年10月１日～2019年９月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年９月期 6,248 17.3 577 7.0 562 11.5 371 13.4

2018年９月期 5,328 7.6 540 21.2 504 15.2 327 17.7
(注) 包括利益 2019年９月期 343百万円( △0.7％) 2018年９月期 345百万円( 22.4％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2019年９月期 284.61 279.99 13.3 6.5 9.3

2018年９月期 326.42 314.25 14.7 6.7 10.1
(参考) 持分法投資損益 2019年９月期 －百万円 2018年９月期 －百万円

（注）１．当社は、2018年５月31日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。
　 前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたとして、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後
　 １株当たり当期純利益を算定しております。
　 ２. 当社は、2018年９月13日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場に上場したため、2018年９月期の潜在株
　 式調整後１株当たり当期純利益金額は、新規上場日から2018年９月期末までの平均株価を期中平均株
　 価とみなして算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年９月期 9,209 2,925 31.8 2,240.98

2018年９月期 8,069 2,648 32.8 2,032.50
(参考) 自己資本 2019年９月期 2,925百万円 2018年９月期 2,648百万円
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2019年９月期 325 △532 △45 621
2018年９月期 △25 △320 793 873

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

　2018年９月期 － － － 34.00 34.00 44 10.4 2.0
　2019年９月期 － 19.00 － 21.00 40.00 52 14.1 1.9

2020年９月期
(予想)

－ 23.00 － 23.00 46.00 14.5
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３．2020年９月期の連結業績予想（2019年10月１日～2020年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 6,842 9.5 599 3.8 590 4.8 414 11.7 317.37

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有

　 新規 1社 (社名)株式会社ＫＡＳＵＭＩＣ 、除外 －社 (社名)－
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年９月期 1,305,300株 2018年９月期 1,303,300株

② 期末自己株式数 2019年９月期 －株 2018年９月期 －株

③ 期中平均株式数 2019年９月期 1,303,574株 2018年９月期 1,002,291株

(参考) 個別業績の概要
１．2019年９月期の個別業績（2018年10月１日～2019年９月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年９月期 5,931 13.4 596 16.6 582 22.2 387 25.8

2018年９月期 5,229 7.6 511 19.0 476 12.5 308 15.3
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2019年９月期 297.49 292.66

2018年９月期 307.47 296.01
（注）１．当社は、2018年５月31日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。
　 前事業年度の期首に当該株式分割が行われたとして、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株
　 当たり当期純利益を算定しております。
　 ２. 当社は、2018年９月13日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場に上場したため、2018年９月期の潜在株
　 式調整後１株当たり当期純利益金額は、新規上場日から2018年９月期末までの平均株価を期中平均株
　 価とみなして算定しております。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年９月期 8,860 2,828 31.9 2,166.91

2018年９月期 7,919 2,535 32.0 1,945.43

(参考) 自己資本 2019年９月期 2,828百万円 2018年９月期 2,535百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
　あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
　 また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業業績や雇用情勢の改善が継続し、緩やかな回復基調で推移しまし

た。一方で、新興国の経済動向、金融資本市場の変動に加え、米中貿易摩擦や米国政策運営の不透明感の継続など、

世界経済の不確実性は高く、また、消費税増税の影響など、国内外の先行き景気には留意する必要があります。当

社グループが属する不動産業界におきましては、賃貸市場は、企業の活発な人事異動や雇用の安定化による求人倍

率の上昇により需要は安定しております。販売市場は、低金利が継続する住宅ローン等で下支えされていることか

ら、総じて安定的に推移しております。また、長らく高騰していた建築費が落ち着きを取り戻し、当社の自社企画

投資用不動産の安定的な商品化が再開されつつあります。その一方で、2020年に開催される東京オリンピック・パ

ラリンピックに向けた不動産市場の活性化や金融緩和策による低金利を背景に不動産に対する投資意欲が期待され

ますが、これらのイベントの終了が節目となり景気後退するものと予測しております。

　当社グループにおいては、2019年３月１日に株式会社ＫＡＳＵＭＩＣの株式を取得し連結子会社化したことによ

り、空白エリアであった、茨城県土浦市、牛久市、千葉県柏市への店舗の拡充と茨城県つくば市における４店舗体

制の確立により、人口増加エリアへの更なるサービス網の充実が可能となりました。また、株式会社ＫＡＳＵＭＩ

Ｃの管理戸数約3,000戸が加わり、グループ全体の管理戸数が18,060戸となったことで安定収益基盤が強化され、グ

ループ化した株式会社ＫＡＳＵＭＩＣとのシナジー効果により、物件情報の更なる収集、仲介件数の拡大、管理物

件の入居率向上および、管理戸数の更なる拡大が可能になると考えております。

　これらの結果、当連結会計年度の売上高は6,248,170千円（前期比17.3％増）となり、売上高の増加により営業利

益は577,998千円（同7.0％増）、経常利益は562,969千円（同11.5％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は

371,011千円（同13.4％増）となりました。

　なお、セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①不動産流通事業

　不動産売上高においては、レーガベーネ南町(茨城県水戸市)、レーガベーネみどりの南Ｗ（茨城県つくば市）、

レーガベーネ勝田中央(茨城県ひたちなか市)等の自社企画投資用不動産の販売に加え、土地を中心に戸建、区分所

有建物、中型投資用物件の仕入れ、販売が順調に推移致しました。また仲介事業収益については、売買、賃貸仲介

ともに、反響数、成約数ともに順調に推移し前期の売上を上回る形となっております。

　これらの結果、不動産流通事業の売上高は4,189,110千円（前期比19.1％増）、営業利益は483,789千円（同

20.9％増）となりました。

②不動産管理事業

　不動産管理事業については、当社の安定的な収益基盤であり、自社不動産及び借上げの賃料収入は、入居率の向

上と新規獲得により、予算を上回っております。コインパーキングは、年間の新規オープン計画台数には到達した

ものの、コインランドリーが新規オープン計画数に届かずコイン関連全体では若干予算を下回る結果となりまし

た。また、賃貸管理戸数が18,060戸となったことから、管理事業収益については前期売上を大きく上回る結果とな

りました。その他、太陽光売電収益については順調に推移しております。

　これらの結果、不動産管理事業の売上高は2,059,060千円（前期比13.8％増）、営業利益は634,666千円（同11.3

％増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

(流動資産)

　当連結会計年度末における流動資産の残高は4,734,542千円となり、前連結会計年度末と比べると613,657千円

増加となりました。これは主に、現金及び預金が195,462千円、仕掛販売用不動産が363,075千円減少したものの、

販売用不動産が1,084,597千円増加したことによるものであります。

(固定資産)

当連結会計年度末における固定資産の残高は4,474,664千円となり、前連結会計年度末と比べると525,966千円増

加となりました。これは主に、機械装置及び運搬具が123,636千円、投資有価証券が37,047千円減少したものの、土

地が257,810千円、建物及び構築物が236,903千円増加したことによるものであります。

(流動負債)

当連結会計年度末における流動負債の残高は2,933,601千円となり、前連結会計年度末と比べると779,511千円増

加となりました。これは主に、短期借入金が66,000千円減少したものの、一年内返済予定の長期借入金が556,396千

円増加したことによるものであります。

(固定負債)

当連結会計年度末における固定負債の残高は3,350,449千円となり、前連結会計年度末と比べると83,911千円増加

となりました。これは主に、長期借入金が53,644千円及び退職給付に係る負債が13,755千円増加したことによるも

のであります。

(純資産)

当連結会計年度末の純資産の残高は2,925,155千円となり、前連結会計年度末と比べると276,201千円増加となり

ました。これは主に、その他有価証券評価差額金が27,758千円減少したものの、親会社株主に帰属する当期純利益

を371,011千円計上したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は、前連結会計年度末に比

べて251,835千円減少し、621,975千円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況及び増減の要因は、次のとおりであります。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により獲得した資金は325,968千円となりました。これは主に、たな卸資産の増加352,435千円及び法人

税等の支払170,834千円があるものの、税金等調整前当期純利益550,437千円、減価償却費266,488千円の計上による

ものであります。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により使用した資金は532,731千円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出344,351

千円及び株式会社ＫＡＳＵＭＩＣの株式取得による支出101,354千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により支出した資金は45,072千円となりました。これは主に、長期借入による収入1,681,000千円がある

ものの、長期借入金の返済による支出1,070,960千円、短期借入金の純減少額571,600千円、配当金の支払額68,930

千円によるものであります。
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（４）今後の見通し

　今後の見通しとして、不動産流通事業においては、自社企画投資用不動産である、LEGA BENE（レーガベーネ）の

継続的な商品化及び、中型投資用物件、土地、戸建、区分所有建物の買取再販を行い、売上の増加を目指してまい

ります。また、仲介事業においては、優良物件の確保とインターネットを中心とした情報発信により、集客をさら

に高めてまいります。不動産管理事業においては、年間の賃貸物件の管理獲得目標を1,000戸とし、更なる収益基盤

の安定強化を図ります。これらの各事業についてはセグメント間の垣根を越えた相乗効果があり、さらには2019年

３月１日に株式を取得した株式会社ＫＡＳＵＭＩＣのグループ化により、更なるシナジー効果が生まれ売上増加が

見込めるものと考えております。

　このような施策の展開を通じて、2020年９月期の連結業績の見通しにつきましては、売上高は6,842百万円（前年

同期比9.5％増）、営業利益は599百万円（同3.8％増）、経常利益は590百万円（同4.8％増）、親会社株主に帰属す

る当期純利益は414百万円（同11.7％増）を予定しております。

　なお、上記予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績数値は、業況の変

化等により異なる可能性があります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用してお

ります。

決算短信（宝印刷） 2019年11月13日 14時39分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



-5-

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年９月30日)

当連結会計年度
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,646,128 1,450,666

売掛金 123,748 169,671

販売用不動産 672,779 1,757,377

仕掛販売用不動産 1,620,132 1,257,057

未成工事支出金 3,299 －

その他 68,100 114,964

貸倒引当金 △13,305 △15,194

流動資産合計 4,120,885 4,734,542

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,143,128 1,625,684

減価償却累計額及び減損損失累計額 △358,416 △604,070

建物及び構築物（純額） 784,711 1,021,614

機械装置及び運搬具 1,544,296 1,558,801

減価償却累計額及び減損損失累計額 △391,696 △529,838

機械装置及び運搬具（純額） 1,152,600 1,028,963

土地 1,515,448 1,773,259

建設仮勘定 5,446 795

その他 129,224 151,158

減価償却累計額及び減損損失累計額 △69,946 △98,443

その他（純額） 59,278 52,715

有形固定資産合計 3,517,484 3,877,348

無形固定資産

ソフトウエア 64,287 65,478

のれん － 135,971

その他 28,996 28,912

無形固定資産合計 93,284 230,362

投資その他の資産

投資有価証券 128,493 91,446

長期貸付金 5,032 4,117

繰延税金資産 23,452 69,830

その他 191,979 216,760

貸倒引当金 △11,029 △15,200

投資その他の資産合計 337,929 366,953

固定資産合計 3,948,697 4,474,664

資産合計 8,069,582 9,209,206
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年９月30日)

当連結会計年度
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 60,105 88,710

短期借入金 382,000 316,000

1年内返済予定の長期借入金 607,308 1,163,704

未払法人税等 90,205 144,798

預り金 585,324 779,342

賞与引当金 65,611 81,696

家賃保証引当金 1,578 3,335

その他 361,956 356,014

流動負債合計 2,154,090 2,933,601

固定負債

長期借入金 2,356,800 2,410,444

長期預り敷金 602,157 611,133

役員退職慰労引当金 145,521 147,635

退職給付に係る負債 123,658 137,414

繰延税金負債 － 16,020

その他 38,400 27,801

固定負債合計 3,266,538 3,350,449

負債合計 5,420,628 6,284,050

純資産の部

株主資本

資本金 345,364 346,376

資本剰余金 246,564 247,576

利益剰余金 2,000,691 2,302,627

株主資本合計 2,592,620 2,896,580

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 56,334 28,575

その他の包括利益累計額合計 56,334 28,575

純資産合計 2,648,954 2,925,155

負債純資産合計 8,069,582 9,209,206
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2017年10月１日
　至 2018年９月30日)

当連結会計年度
(自 2018年10月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 5,328,500 6,248,170

売上原価 2,842,392 3,446,322

売上総利益 2,486,107 2,801,848

販売費及び一般管理費 1,945,776 2,223,849

営業利益 540,331 577,998

営業外収益

受取利息 205 245

受取配当金 2,255 2,197

受取保険金 1,463 8,837

受取手数料 3,907 4,232

その他 3,034 4,662

営業外収益合計 10,866 20,174

営業外費用

支払利息 24,016 26,539

上場関連費用 15,428 －

和解金 － 5,162

その他 6,882 3,501

営業外費用合計 46,328 35,204

経常利益 504,869 562,969

特別損失

固定資産除却損 3,756 1,716

減損損失 12,004 10,815

特別損失合計 15,761 12,532

税金等調整前当期純利益 489,108 550,437

法人税、住民税及び事業税 163,502 218,995

法人税等調整額 △1,562 △39,569

法人税等合計 161,939 179,426

当期純利益 327,168 371,011

親会社株主に帰属する当期純利益 327,168 371,011
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2017年10月１日
　至 2018年９月30日)

当連結会計年度
(自 2018年10月１日
　至 2019年９月30日)

当期純利益 327,168 371,011

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,633 △27,758

その他の包括利益合計 18,633 △27,758

包括利益 345,801 343,252

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 345,801 343,252
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（３）連結株主資本等変動計算書

　 前連結会計年度(自 2017年10月１日 至 2018年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 98,800 － 1,677,474 1,776,274

当期変動額

新株の発行 246,564 246,564 493,129

剰余金の配当 △3,952 △3,952

親会社株主に帰属する当期純

利益
327,168 327,168

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 246,564 246,564 323,216 816,345

当期末残高 345,364 246,564 2,000,691 2,592,620

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 37,700 37,700 1,813,975

当期変動額

新株の発行 493,129

剰余金の配当 △3,952

親会社株主に帰属する当期純

利益
327,168

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
18,633 18,633 18,633

当期変動額合計 18,633 18,633 834,979

当期末残高 56,334 56,334 2,648,954
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　 当連結会計年度(自 2018年10月１日 至 2019年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 345,364 246,564 2,000,691 2,592,620

当期変動額

新株の発行 1,012 1,012 2,024

剰余金の配当 △69,074 △69,074

親会社株主に帰属する当期純

利益
371,011 371,011

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 1,012 1,012 301,936 303,960

当期末残高 346,376 247,576 2,302,627 2,896,580

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 56,334 56,334 2,648,954

当期変動額

新株の発行 2,024

剰余金の配当 △69,074

親会社株主に帰属する当期純

利益
371,011

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△27,758 △27,758 △27,758

当期変動額合計 △27,758 △27,758 276,201

当期末残高 28,575 28,575 2,925,155
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2017年10月１日
　至 2018年９月30日)

当連結会計年度
(自 2018年10月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 489,108 550,437

減価償却費 244,717 266,488

減損損失 12,004 10,815

のれん償却額 － 10,459

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,092 13,107

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,390 6,060

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,428 13,755

受取利息及び受取配当金 △2,461 △2,442

支払利息 24,016 26,539

固定資産除却損 3,756 1,716

売上債権の増減額（△は増加） 4,135 △4,919

たな卸資産の増減額（△は増加） △538,868 △352,435

仕入債務の増減額（△は減少） 5,837 19,432

預り金の増減額（△は減少） 48,058 14,376

未払消費税等の増減額（△は減少） △66,020 △31,774

預り敷金の増減額（△は減少） 16,637 5,972

その他 △26,288 △35,196

小計 220,686 512,393

利息及び配当金の受取額 2,478 2,448

保険金の受取額 － 8,837

利息の支払額 △24,472 △26,875

法人税等の支払額 △224,602 △170,834

営業活動によるキャッシュ・フロー △25,910 325,968

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 28,490 △44,872

投資有価証券の取得による支出 △2,968 △3,013

有形固定資産の取得による支出 △327,267 △344,351

無形固定資産の取得による支出 △13,655 △36,071

貸付けによる支出 △1,900 △1,700

貸付金の回収による収入 1,675 3,071

敷金及び保証金の差入による支出 △2,129 △462

敷金及び保証金の回収による収入 478 1,084

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 － △101,354

その他 △3,614 △5,060

投資活動によるキャッシュ・フロー △320,891 △532,731

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 226,000 △571,600

長期借入れによる収入 1,255,500 1,681,000

長期借入金の返済による支出 △1,161,178 △1,070,960

リース債務の返済による支出 △15,361 △16,606

配当金の支払額 △3,952 △68,930

株式の発行による収入 492,470 2,024

財務活動によるキャッシュ・フロー 793,479 △45,072

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 446,676 △251,835

現金及び現金同等物の期首残高 427,134 873,811

現金及び現金同等物の期末残高 873,811 621,975
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

１. 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

　当社グループの報告セグメントは当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

　当社グループは、事業の内容、役務の提供方法及び類似性に基づき事業を集約し「不動産流通事業」「不動産

管理事業」の２つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

　「不動産流通事業」は、当社グループの不動産の販売、他者所有の不動産の売買、仲介及び他者所有の不動産

の賃貸の仲介等を行います。

　 「不動産管理事業」は、不動産賃貸業、不動産管理業、太陽光売電事業等を行っております。

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法

と概ね同一であります。

セグメント資産については、事業セグメントに資産を配分していないため記載しておりません。ただし、配分

されていない償却資産の減価償却費は、合理的な配賦基準で各事業セグメントへ配賦しております。
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３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2017年10月１日 至 2018年９月30日)

　 （単位：千円）

報告セグメント
合計

不動産流通事業 不動産管理事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 3,518,624 1,809,876 5,328,500 5,328,500

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ 26,040 26,040 26,040

計 3,518,624 1,835,916 5,354,540 5,354,540

セグメント利益 400,265 570,399 970,665 970,665

その他の項目

　減価償却費 14,143 200,631 214,775 214,775

　 当連結会計年度(自 2018年10月１日 至 2019年９月30日)

　 （単位：千円）

報告セグメント
合計

不動産流通事業 不動産管理事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 4,189,110 2,059,060 6,248,170 6,248,170

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ 18,311 18,311 18,311

計 4,189,110 2,077,371 6,266,481 6,266,481

セグメント利益 483,789 634,666 1,118,455 1,118,455

その他の項目

　減価償却費 19,141 216,235 235,377 235,377

４. 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 5,354,540 6,266,481

セグメント間取引消去 △26,040 △18,311

連結財務諸表の売上高 5,328,500 6,248,170

(単位：千円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 970,665 1,118,455

全社費用(注) △430,977 △540,973

未実現損益の調整額 643 517

連結財務諸表の営業利益 540,331 577,998

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門の一般管理費であります。

(単位：千円)

その他の項目
報告セグメント計 調整額(注) 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 214,775 235,377 29,941 31,110 244,717 266,488

(注) 減価償却費の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社に係るものであります。
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(１株当たり情報)

　前連結会計年度
(自 2017年10月１日
　至 2018年９月30日)

　当連結会計年度
(自 2018年10月１日
　至 2019年９月30日)

１株当たり純資産額 2,032.50円 2,240.98円

１株当たり当期純利益金額 326.42円 284.61円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 314.25円 279.99円

　 (注) １．当社は、2018年５月31日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。

　 前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益

金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額を算定しております。

　 ２. 当社は、2018年９月13日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場に上場したため、2018年９月期の潜在株式調

　 整後１株当たり当期純利益金額は、新規上場日から2018年９月期末までの平均株価を期中平均株価とみな

　 して算定しております。

３．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

　 りであります。

前連結会計年度
(自 2017年10月１日
　至 2018年９月30日)

当連結会計年度
(自 2018年10月１日
　至 2019年９月30日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 327,168 371,011

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(千円)

327,168 371,011

普通株式の期中平均株式数(株) 1,002,291 1,303,574

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円） ― ―

普通株式増加数(株） 38,814 21,528

(うち新株予約権(株)) (38,814) (21,528)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

　 ― ―

　

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。
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